
Advance CAD のプログラミングインターフェイスを Microsoft Visual Studio 2017 でビルドする

Visual Studio 2017

初期画面

新規プロジェクト→その他→空のプロジェクト

名前 acaduser 任意だがacaduser.dllを作成する場合は acaduser がリネームの手間が省ける

場所 任意
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プロジェクト作成後、ソリューション構成とプラットフォームを決定(Release、x64)

ソースを追加

ヘッダー追加（追加のインクルードディレクトリで指定しておけば不要）
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プロパティ設定
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全般

構成の種類をダイナミックライブラリに変更

文字セットをマルチバイト文字セットを使用するに変更

ターゲットの拡張子を .dll に変更

VS内で Advance CAD を起動し、デバッグする場合は、必要項目を設定することでデバッグ可能となる

acad.exe指定する場合は、acad.exeと同じフォルダに標準の acaduser.dll が存在するとそちらが優先されるので注意
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ヘッダーフォルダが複数ある場合はここで追加しておく

プリプロセッサの定義に WIN32;AcadUserIMPL; を追加
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コマンドラインの追加のオプションに /D "_CRT_SECURE_NO_WARNINGS" を追加する

※ これは、sprintf が原因でコンパイルが通らなくなったための処置で、acadlegacy1.cpp,acadlegacy2.cpp 等を

     使用しない場合や、sprintf を sprintf_s に変更した場合は追加不要

acaduser.dll の出力先を変更する場合は出力ファイルの$(outdir)を変更可能

追加のライブラリディレクトリに .lib のフォルダを記述
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追加の依存ファイルに以下を追加

acadbc.lib;acadcontrol.lib;acadcui.lib;acadgr.lib;acadmdl.lib;acadstd.lib;

ビルド実行で acaduser.dll が作成される

※ VS2017で作成された acaduser.dll は 以下のdllを参照しているため、開発環境の無い端末では

VisualC++再頒布可能パッケージをMicrosoftよりダウンロードしてインストールする必要がある。

VCRUNTIME140.dll

api-ms-win-crt-runtime-l1-1-0.dll

api-ms-win-crt-stdio-l1-1-0.dll
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